
筑
紫
（
九
州
）
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
四
十
八
回
）

遣け
ん

新
羅
使

し

ら

ぎ

し

と
万
葉
集
（
そ
の
３
）

～
船
立
つ
に
臨の

ぞ

み
し
時
～

〇
天
平
八
（
七
三
六
）
年
六
月
、
新
羅
（
朝
鮮
半
島
南
東
部
に
あ
っ
た
国
）
に
遣
わ
さ
れ
た
使
人
た

ち
は
瀬
戸
内
海
を
経
由
し
筑
紫
（
九
州
）
を
経
て
朝
鮮
半
島
へ
向
う
た
め
、
大
和
朝
廷
の
外
港
で

あ
っ
た
難
波
津
に
集
合
し
て
か
ら
出
港
し
た
。

・
万
葉
集
に
は
こ
の
時
に
派
遣
さ
れ
た
遣
新
羅
使
人
等
が
詠
ん
だ
歌
が
百
四
十
五
首
載
る
。

・
こ
の
歌
群
の
冒
頭
に
位
置
す
る
あ
た
り
に
使
人
た
ち
が
難
波
津
か
ら
出
港
す
る
に
あ
た
り
、
こ
れ

か
ら
の
瀬
戸
内
海
を
西
下
し
筑
紫(

九
州)

を
経
て
、
は
る
か
に
遠
い
朝
鮮
半
島
に
あ
る
新
羅
へ
の

海
路
へ
の
不
安
さ
に
か
ら
れ
作
ら
れ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
「
發た

つ
に
臨の

ぞ

む
時
ま
で
に
歌
な
り
。」

と
の
題
詞
の
あ
る
次
の
３
首
が
あ
る
。

１
）
大
伴

お
お
と
も

の

御
津

み

つ

に
船
乗

ふ

な

の

り

漕こ

ぎ
出で

て
は

い
づ
れ
の
島
に

盧
い
ほ
り

せ
む
わ
れ

巻
十
五
―
３
５
９
３ 

 

使

人 
 
 
 
 

（
解
説
）
大
伴
の
御
津
で
船
に
乗
り
、
一
旦
漕
ぎ
出
し
た
な
ら
、
そ
の
先
は
ど
こ
の
島
に
仮
の
や
ど

り
を
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
、
私
は
。（
た
よ
り
な
い
気
持
ち
だ
。）

・
犬
養
孝
著
『
万
葉
の
旅
』
に
は
【
大
伴
の
御
津
】
の
「
大
伴
」
は
大
阪
市
を
中
心
に
一
帯
広
範
囲

に
わ
た
る
地
の
総
名
。
も
と
古
代
の
豪
族
・
大
伴
氏
の
領
地
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
御



津
」
の[

御]

は
美
称
。[

津]

は
湊
。
万
葉
集
中
で
は
地
名
化
し
て
い
て
、
難
波
の
湊
、
す
な
わ
ち
「
難

波
の
み
津
」
、「
大
伴
の
み
津
」
を
い
う
。
そ
の
所
在
は
こ
ん
に
ち
も
明
ら
か
に
し
が
た
い
が
、
上
町

台
地
（
＊
「
上
町
台
地
」
と
は
大
阪
市
街
の
東
側
、
大
阪
城
か
ら
四
天
王
寺
あ
た
り
を
経
て
、
住
吉

大
社
に
い
た
る
ま
で
の
標
高
２
０
メ
ー
ト
ル
か
ら
１
０
メ
ー
ト
ル
の
高
台
を
い
う
。
）
の
西
方
に
あ

っ
た
海
浜
地
で
、
大
阪
市
中
央
区
心
斎
橋
筋
の
町
名
に
三
津

み

つ

寺
町
が
あ
り
、
三
津

み

つ

寺
の
寺
名
が
あ
る

の
は
、
そ
の
名
残
か
と
見
ら
れ
る
。
と
あ
る
。

（
写
生
地
）
三
津
寺
は
大
阪
市
の
中
心
部
を
南
北
に
縦
断
す
る
道
路
で
大
阪
市
の
北
の
玄
関
口
「
梅

田
」
と
南
の
玄
関
口
「
難
波
」
を
結
ぶ[

御
堂
筋]

の
中
心
地
で
あ
る
心
斎
橋
と
難
波
の
中
間
地
点
に

天
平
十
六
（
７
４
５
）
年
創
建
し
た
と
さ
れ
る
古
寺
で
あ
る
。

・
昭
和
八
（
１
９
３
３
）
年
御
堂
筋
の
拡
張
工
事
の
際
に
建
て
ら
れ
た
御
堂
筋
に
面
し
た
本
寺
の
建

屋
を
描
く
。（
杏
花
）

な
お
、
こ
の
地
は
古
代
の
海
浜
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。



・
さ
ら
に
、
犬
養
孝
著
『
万
葉
の
旅
』
に
は
大
伴
の
津
は
難
波
に
あ
っ
た
津
で
、
上
町
台
丘
陵
地
に

沿
っ
て
い
た
海
に
あ
っ
た
難
波
津
の
主
と
な
る
津
で
あ
り
、
そ
の
位
置
比
定
に
つ
い
て
は
三
津
寺

説
（
千
田
稔
氏
）
以
外
の
説
に
高
麗
橋
説
（
日
下
雅
義
氏
）
な
ど
が
あ
る
。

・
「
高
麗
橋
」
は
、
大
阪
城
の
外
堀
と
し
て
開
削
さ
れ
た
東
横
堀
川
に
大
阪
城
か
ら
西
へ
約
１
・
２

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
位
置
に
架
か
る
橋
で
、
慶
長
九
（
１
６
０
４
）
年
に
は
擬
宝
珠

ぎ

ぼ

し

を
つ
け
る

重
厚
な
橋
と
な
り
、
江
戸
時
代
に
は
交
通
の
要
所
な
ど
に
架
け
ら
れ
幕
府
が
直
接
管
理
す
る
公
儀

橋
と
な
り
重
要
視
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
橋
の
位
置
一
帯
が
古
代
の
難
波
津
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

・
高
麗
橋
と
い
う
橋
の
名
の
由
来
に
は
諸
説
が
あ
る
が
、
古
代
・
朝
鮮
半
島
か
ら
の
使
節
を
迎
え
る

た
め
に
作
ら
れ
た
迎
賓
館
の
名
前
に
由
来
す
る
な
ど
の
説
が
あ
る
。(

大
阪
市)

（
写
生
地
）
大
阪
市
中
央
区
を
流
れ
る
東
横
堀
川
に
昭
和
４
年
に
架
け
ら
れ
た
現
在
の
「
高
麗
橋
」

を
描
く
。（
杏
花
）



・
高
麗
橋
は
明
治
時
代
に
は
里
程
元
標
が
お
か
れ
、
西
日
本
の
主
要
道
路
の
距
離
計
算
は
こ
こ
を
起

点
と
し
て
決
め
ら
れ
た
。（
大
阪
市
）

２
）
妹
と
あ
り
し

時
は
あ
れ
ど
も

別
れ
て
は

衣
手

こ
ろ
も
で

寒
き

も
の
に
そ
あ
り
け
る

巻
十
五
―
３
５
９
１

使

人

（
解
説
）

妻
と
一
緒
に
い
た
時
は
ま
あ
よ
か
っ
た
け
れ
ど
、
別
れ
て
み
る
と
、
衣
の
袖
が
冷
え
冷
え
と
し
て

寒
い
も
の
で
あ
る
。

３
）
海
原

う
な
は
ら

に

浮う
き

寝ね

せ
む
夜
は

沖
つ
風

い
た

く
な
吹
き
そ

妹
も
あ
ら
な
く
に

巻
十
五
―
３
５
９
２

使

人

（
解
説
）

広
い
海
の
上
で
と
ま
る
夜
は
、
沖
の
風
よ
、
ひ
ど
く
吹
か
な
い
で
く
れ
。
い
と
し
い
妻
も
い
な
い

の
だ
か
ら
。

（
註
）「
浮
寝
」
と
は
船
で
水
に
浮
い
た
ま
ま
寝
る
こ
と
。

・
遣
新
羅
使
一
行
は
万
葉
歌
に
詠
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
向
う
海
路
に
不
安
一
杯
に

難

波
津
を
出
航
し
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

（
参
考
文
献
）・
日
本
古
典
大
系
・
大
阪
市
・
大
川
貴
代
著
「
万
葉
を
歩
く
～
大
阪
の
恋
歌
」

・
犬
養
孝
著
「
万
葉
の
旅
・
中
（
近
畿
・
東
海
・
東
国
）
な
ど


